
（1）宇都宮市議会  自由民主党議員会  市民と議会を結ぶ　夢・うつのみや - Vol.60 - 令和６年７月

■発行日：2024年7月29日
■発　行：宇都宮市議会
　　　　　自由民主党議員会
■住　所：〒320-8540
　　　　　宇都宮市旭1丁目1-5
■ＴＥＬ：028-632-2618
■ＦＡＸ：028-632-7140

Dream・Utsunomiya -Vol.60-  2024.07

Vol.60宇都宮市議会
自由民主党議員会 市民と議会を結ぶ自由民主党議員会 市民と議会を結ぶ

夢・うつのみや

未
来
へ
つ
な
ぐ
、
子
ど
も
た
ち
と
の
約
束

すべての子どもたちが安心して健やかに成長できる社会の実現へ

宇都宮市
「宮っこを守り・育てる都市宣言」

宮っこはいつの時代もうつのみやの宝
みんなで守り・育てます。

１
こどもが個人として尊重され、
こどもの今とこれからにとって最もよいことをこどもと一緒に考え、
その実現に取り組みます。

2 こどもが夢や希望にあふれ、
心豊かに成長できる環境づくりに取り組みます。

3 すべての家庭が、安心してこどもを産み育てることができる
環境づくりに取り組みます。

4 地域社会が、こどもを温かく見守り、
安全・安心の確保や一人ひとりに合った支援に取り組みます。

　
宇
都
宮
市
議
会
自
由
民
主
党
議
員

会
で
は
、
う
つ
の
み
や
の
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
安
心
し

て
成
長
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
社
会

の
実
現
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
６
月
議
会
に
お
い
て

も
、
各
議
員
が
児
童
相
談
所
の
設
置

や
「
宮
っ
こ　
子
育
ち
・
子
育
て
応

援
プ
ラ
ン
」
後
期
計
画
、
学
校
教
育

な
ど
に
つ
い
て

市
に
質
し
、
要

望
致
し
ま
し
た
。

た
だ

　
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
、
地
域
社
会
の
中
で「
人

間
力
」
を
高
め
な
が
ら
、
自
分
ら
し

く
、
当
た
り
前
に
成
長
で
き
る
ま
ち

「
宇
都
宮
」を
実
現
す
る
た
め
、
令
和

６
年
２
月
に
制
定
さ
れ
た
「
宮
っ
こ

を
守
り
・
育
て
る
都
市
宣
言
」
に
も
、

わ
が
会
派
の
要
望
が
反
映
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
宣
言
を
通
し
て
交
わ
し

た
「
子
ど
も
た
ち
と
の
未
来
へ
の
約

束
」を
守
る
た
め
に
、私
た
ち
は
日
々
、

責
任
を
も
っ
て
市
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

あなたの暮らし、子どもたちの未来は
わたしたちが守ります！！
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新
産
業
団
地
の
必
要
性
や

今
後
の
取
組
な
ど
を
説
明
し
、
参
加
者

か
ら
早
期
実
現
へ
の
期
待
や
個
別
相
談

な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

事
業
区
域
の
設
定
に
向
け
て
、
６
月
下

旬
か
ら
権
利
者
を
対
象
に
、
事
業
へ
の

協
力
意
向
と
あ
わ
せ
、
調
査
や
個
別
調

整
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
年
度
内
を
目

途
に
基
本
計
画
を
取
り
ま
と
め
て
い
く
。

佐
藤
市
長

　
新
産
業
団
地
の
「
事
業
候
補

地
」
2
地
区
で
、
5
月
か
ら
地

権
者
説
明
会
を
開
催
し
て
い
る

が
、
現
在
の
説
明
会
の
実
施
状

況
と
今
後
の
進
め
方
を
伺
う
！

　
　
　
　
　

 

市
遺
族
会
連
合
会
の
活

動
に
対
す
る
支
援
や
地
区
慰
霊
祭
へ
の
助
成

を
通
し
て
、戦
没
者
へ
の
慰
霊
と
市
民
の「
平

和
を
願
う
心
」を
醸
成
し
て
い
る
。
ま
た「
平

和
の
つ
ど
い
」
に
お
け
る
大
学
生
等
の
参
画

な
ど
次
代
を
担
う
若
者
の
平
和
意
識
の
醸
成

に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
も
様
々
な
機
会
を
通
し
て
、
戦
争
の
記

憶
や
平
和
へ
の
思
い
の
継
承
に
努
め
る
。

市
民
ま
ち
づ
く
り
部
長

新
産
業
団
地
の
整
備
に
つ
い
て

　
社
会
全
体
の
戦
没
者
意
識
が
薄

ら
い
で
い
る
中
、
平
和
へ
の
思
い

を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
た
め

の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
！

戦
後
80
年
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て

⬇

質
疑
応
答
の

　
全
文
を
視
聴

　
で
き
ま
す

そ
の
他
の
質
問

❶
市
長
の
政
治
姿
勢（
地
区
行
政
、ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
、
中
央
卸
売
市
場

賑
わ
い
エ
リ
ア
の
整
備
、
ラ
イ
ト
ラ

イ
ン
、
第
２
次「
宮
っ
こ 

子
育
ち
・

子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
」
後
期
計
画
） 

❷
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
寄

付
文
化
の
醸
成
❸
保
健
医
療
行
政
❹

小
学
校
の
統
廃
合
、
義
務
教
育
学
校

小
林 

紀
夫 

議
員

　
　
　
　

 

駅
に
隣
接
し
、
都
市
機

能
誘
導
区
域
で
も
あ
り
、
利
便
性
は

高
い
が
道
路
幅
は
狭
く
、
低
未
利
用

地
が
存
在
し
て
い
る
状
況
が
見
ら
れ

る
の
で
、
先
ず
は
実
情
を
把
握
し
て
、

地
域
の
皆
様
と
意
見
交
換
を
行
う
。

都
市
整
備
部
長

　
駅
に
近
く
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高

い
雀
の
宮
1
丁
目
と
３
丁
目
に
、

住
民
の
負
担
も
少
な
く
、
低
予
算

で
短
期
間
に
生
活
環
境
の
改
善
が

図
れ
る
「
柔
ら
か
い
区
画
整
理
」

の
手
法
を
用
い
、
利
便
性
の
向
上

と
居
住
誘
導
を
図
っ
て
は
？

　
　
　
　

 

人
を
思
い
や
る
豊
か
な
心
や

社
会
性
を
育
み
、
目
標
へ
向
け
自
分
を
律
し
、

我
慢
強
く
努
力
を
続
け
る
逞
し
さ
の
育
成
へ

向
け
、
様
々
な
体
験
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。

新
た
な
取
り
組
み
も
展
開
し
、
夢
の
実
現
へ

の
志
を
持
ち
、
他
者
と
協
働
し
て
困
難
を
乗

り
越
え
る
こ
と
が
出
来
る
、
高
い
「
人
間
力
」

を
備
え
た
宮
っ
こ
を
育
む
。

教
育
長

簗
瀬
土
地
区
画
整
理
事
業
と

同
様
な
手
法
の
活
用
に
つ
い
て

　
宮
っ
こ
を
守
り
・
育
て
る
都

市
宣
言
の
呼
び
か
け
に
あ
る

「
自
ら
を
律
し
つ
つ
、
人
に
優

し
く
で
き
る
よ
う
、
人
と
の
触

れ
合
い
を
通
し
て
人
間
力
を
高

め
る
」
と
あ
る
内
容
を
、
ど
う

教
育
に
反
映
さ
せ
る
の
か
？

人
間
力
を
育
む
教
育
に
つ
い
て

⬇

質
疑
応
答
の

　
全
文
を
視
聴

　
で
き
ま
す

そ
の
他
の
質
問

❶
南
部
地
域
よ
り
要
望
の
あ
る
道
路
整

備
❷
郊
外
の
拠
点
間
を
結
ぶ
公
共
交
通

の
軸
❸
本
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略

❹
自
治
会
の
活
性
化
❺
上
神
主
・
茂
原

官
衙
遺
跡
と
出
土
刻
書
瓦
の
活
用
❻
学

校
教
育
❼
監
査
委
員
の
役
割

篠
﨑 

圭
一 

議
員

　
　
　
　

 

地
域
と
共
生
し
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。「
再
エ
ネ
特
措
法
」等
の
適
用
を
受
け
な
い
施

設
で
、
県
指
針
の
指
導
・
助
言
の
対
象
に
な
ら
な

い
50
ｋ
Ｗ
未
満
の
施
設
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
太
陽
光
発
電
施
設
全
般
で
、
事
業

者
に
よ
る
施
設
の
設
置
・
運
営
の
適
正
化
を
一
層

推
進
す
る
た
め
、
自
然
環
境
と
の
調
和
に
向
け
た

本
市
独
自
の
条
例
制
定
を
検
討
し
て
い
く
。

環
境
部
長

　
太
陽
光
発
電
施
設
の
整
備
に
よ
っ
て
、

地
域
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
発
生
例
が
散

見
さ
れ
る
。
適
正
な
設
置
と
自
然
環
境

と
の
調
和
を
図
る
た
め
の
本
市
独
自
の

条
例
の
制
定
が
急
務
だ
と
考
え
る
！

　
　
　
　

 

大
谷
寺
付
近
の
複
雑
な

交
差
点
の
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
化
は
渋

滞
緩
和
効
果
の
早
期
発
現
や
観
光
地
大

谷
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
今
年
度
末
の

供
用
開
始
を
目
指
し
て
い
る
。
回
遊
性

の
向
上
に
つ
い
て
は
様
々
な
移
動
手
段

と
お
得
な
ク
ー
ポ
ン
が
セ
ッ
ト
に
な
っ

た
パ
ス
ポ
ー
ト
の
販
売
な
ど
に
加
え
、

案
内
サ
イ
ン
の
充
実
や
バ
ス
停
の
休
憩

所
設
置
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

魅
力
創
造
部
長

太
陽
光
発
電
施
設
の
適
正
な
設
置
に
つ
い
て

　
市
道
6
3
2
・
6
3
5
号
線
の

整
備
と
併
せ
て
、
観
光
地
大
谷
の

回
遊
性
向
上
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
！

大
谷
の
回
遊
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

⬇

質
疑
応
答
の

　
全
文
を
視
聴

　
で
き
ま
す

そ
の
他
の
質
問

❶
宇
都
宮
ブ
レ
ッ
ク
ス
の
新
ア
リ
ー

ナ
整
備
❷
環
境
行
政
（
生
ご
み
の
減

量
・
資
源
化
、
公
衆
ト
イ
レ
の
再
整

備
）
❸（
仮
称
）大
谷
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
❹
農
林
業
行
政
❺
市

役
所
の
働
き
方

柴
田 

賢
司 

議
員

　
　
　
　

 

本
市
独
自
の「
宮
デ
ジ
サ
ポ
ー

タ
ー
」に
つ
い
て
は
、市
民
団
体
と
協
働
で
養
成

に
取
り
組
み
、
１
年
間
で
当
初
予
定
の
２
倍
で

あ
る
40
名
を
認
定
し
、
20
代
か
ら
80
代
の
サ

ポ
ー
タ
ー
が
講
師
や
補
助
員
で
活
躍
し
て
い
る
。

今
後
は
各
種
講
座
の
開
催
等
に
積
極
的
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、「
宮
デ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
」の
養

成
人
数
を
拡
充
し
て
い
く
。

佐
藤
市
長

　
令
和
5
年
か
ら
開
始
し
た
、

デ
ジ
タ
ル
の
悩
み
を
相
談
で
き

る
「
宮
デ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と

今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
！

　
　
　
　

 

市
内
医
療
機
関
に
対
し
、
厚
生

労
働
省
作
成
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
基
づ
く
、
接
種

対
象
者
へ
の
丁
寧
な
案
内
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、

全
て
の
接
種
対
象
者
に
、
毎
年
個
別
通
知
を
行
う

こ
と
で
周
知
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

市
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
や
事
業
者
等
の
関
係
団
体

な
ど
と
連
携
し
た
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

保
健
福
祉
部
長

誰
も
が
デ
ジ
タ
ル
の
恩
恵
を
享
受

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

　
子
宮
頸
が
ん
が
増
加
す
る
中
、

医
療
機
関
や
学
校
、
企
業
・
関
係

団
体
と
も
連
携
し
、
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
重
要
性
と
有
効
性
を
広
く
伝

え
て
い
く
取
組
が
必
要
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
！

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
と

検
診
に
つ
い
て

⬇

質
疑
応
答
の

　
全
文
を
視
聴

　
で
き
ま
す

そ
の
他
の
質
問

❶
本
市
の
魅
力
創
造
（
Ｃ
Ｍ
動
画
、
海

外
映
画
ロ
ケ
誘
致
） 

❷
親
子
で
楽
し
め

る
屋
内
遊
戯
施
設
の
充
実
❸
成
年
後
見

制
度
普
及
啓
発
❹
公
共
イ
ン
フ
ラ
を
支

え
る
技
術
職
員
の
確
保
と
育
成
❺
生
物

多
様
性
保
全
❻
学
校
応
援
基
金

山
﨑 

昌
子 

議
員

「こどもの福祉」 と 「若者議会」 ～愛知県視察～
　本市独自の児童相談所の設置に向けて、令和6年 5月に「宇都宮市児童相談所の設置に係る基本方針」を策定
し、候補地や複合機能の選定、組織体制の整備、人材の確保・育成手法などの更なる検討を進めており、令和
８年２月を目途に、整備する施設や組織体制の詳細をとりまとめた「基本計画」の策定を目指しています。

新城市「若者議会」視察

　　　　　　　　　　　　　　視察に訪れた名古屋市児童福祉セ
　　　　　　　　　　　　　ンターには、一時保護所を備えた中
　　　　　　　　　　　　　央児童相談所、中央療育センター、
　　　　　　　　　　　　　発達障害者支援センター「りんくす
　　　　　　　　　　　　　名古屋」、児童心理治療施設「くすの
　　　　　　　　　　　　　き学園」があり、小児科医である児童
　　　　　　　　　　　　　福祉センター長のもと、専門スタッ
　　　　　　　　　　　　　フが効果的なサポートや、きめ細か
　　　　　　　　　　　　　な学習指導を行っています。
　各施設の見学後に行われた質疑応答では、スーパーバイザーの
早期育成や将来を見据えた施設整備、児童福祉士などの人材確保
などについて意見を交わしました。また、若者に対する議会への
関心を促そうと、新城市の「若者議会」の視察も行いました。
　1,000 万円の予算提案権を持ち、おおむね 16歳～ 29歳の若

者が自分のまちのことを考え、政策立案する市長の付属機関で、
委員は定員 20人、そのほか市外委員やサポート役の市民・職員、
事務局で構成されています。これまで、若者目線で市有施設のリ
ノベーションを図ったり、若者や市民が地元の魅力を発見・体感
できる観光アウトドア事業を実施するなど数多くの成果をあげて
おり、若者自身の成長や新城市議会議員の排出にもつながってい
るということです。
　両市の視察から、宇都宮市に生きる
全てのこどもたちが安心して暮らせる
社会の実現に向けて早期に取り組むべ
き課題や若者による議会運営の意義や
効果などを学び、本市のこどもたちや
若者のための新たな施策提言に向けて
大いに参考となりました。

「名古屋市児童福祉センター」視察

こどもを守り、
若者が輝く場を
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市議会 令和6年6月 定例会  一般質問（抜粋）

トピックス宇都宮市議会

とちぎテレビで
絶賛放送中！

市議会
ホームページ

からも
視聴可能です

みんな みてネ♪

　
　
　
　

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
す
る
方
々
の
負
担
を
考
慮

し
、
両
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
下
で
環
境
美
化
を
進
め
て
い
く

「
ア
ダ
プ
ト
制
度
」を
用
い
る
事
も

有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
と

行
政
が
協
働
で
道
路
の
美
化
活
動

に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

建
設
部
長

　

市
道
や
公
園
の
環
境
整
備
に

つ
い
て
、
活
動
す
る
地
域
住
民

を
下
支
え
す
る
目
的
で
、
費
用

面
を
支
援
す
る
よ
う
な
考
え
は
、

様
々
な
効
果
が
期
待
で
き
る
と

考
え
る
が
見
解
を
伺
う
！

　
　
　
　

 

現
在
84
％
の
進
捗
率
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
効
率
的
な
基

盤
整
備
や
建
物
移
転
を
進
め
る
た
め
、

権
利
者
の
皆
様
に
丁
寧
な
説
明
を
行

い
な
が
ら
合
意
形
成
を
図
り
、
未
開

通
の
都
市
計
画
道
路
の
整
備
を
優
先

的
に
進
め
る
な
ど
、
令
和
10
年
度
の

事
業
完
了
を
目
指
し
て
い
く
。

都
市
整
備
部
長

環
境
美
化
活
動
に
つ
い
て

　

岡
本
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て
は
、
主
要
道
路
の
道
路

整
備
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
る
と

思
う
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
と
事

業
完
了
に
向
け
て
の
取
組
に
つ
い

て
見
解
を
伺
う
！

岡
本
駅
西
土
地
区
画
整
理

事
業
の
推
進
に
つ
い
て

⬇

質
疑
応
答
の

　

全
文
を
視
聴

　

で
き
ま
す

そ
の
他
の
質
問

❶
交
通
政
策
（
バ
ス
路
線
の
充
実
・

利
用
促
進
、
電
気
バ
ス
導
入
） 

❷
オ

リ
オ
ン
通
り
の
環
境
整
備
❸
健
康
寿

命
延
伸
❹
買
い
物
弱
者
対
策
❺
若
者

ま
ち
な
か
活
動
・
交
流
セ
ン
タ
ー
❻

部
活
動
の
地
域
移
行

岡
本 

源
二
郎 

議
員

　
　
　
　

 

点
在
す
る
鬼
怒
川
流
域
の

地
域
資
源
の
中
で
も
、
う
つ
の
み
や
百

景
に
選
ば
れ
て
い
る
「
石
井
の
桜
つ
づ

み
」や
水
制
の
一
つ
で
あ
る「
か
っ
け
し
」

は
貴
重
な
地
域
資
源
。創
設
し
た「
東
部

エ
リ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
等
造
成
支
援
補
助

金
」
の
募
集
要
項
で
紹
介
す
る
と
と
も

に
、「
宇
都
宮
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
を

検
討
す
る
な
ど
Ｐ
Ｒ
の
強
化
に
努
め
る
。

魅
力
創
造
部
長

　

飛
山
城
跡
停
留
場
か
ら
鬼
怒
川
緑

地
運
動
公
園
ま
で
の
魅
力
あ
る
観
光

資
源
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
！

　
　
　
　

 

定
期
的
な
散
策
路
の

除
草
を
実
施
し
て
い
る
が
、
定

期
的
な
状
況
確
認
で
散
策
環
境

の
維
持
に
努
め
る
。

今
後
は
、
適
正
な
維
持
管
理
に

加
え
、
緑
の
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン

の
ベ
ン
チ
や
案
内
版
を
改
修
す

る
な
ど
し
て
、
市
民
の
皆
様
の

憩
い
の
場
と
し
て
、
よ
り
一
層

親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
取

り
組
む
。

都
市
整
備
部
長

鬼
怒
川
河
川
敷
の
整
備
に
つ
い
て

　

鬼
怒
川
緑
地
運
動
公
園
に
お

け
る
緑
の
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン
を

含
む
市
民
の
憩
い
の
場
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い

く
の
か
伺
う
！

⬇

質
疑
応
答
の

　

全
文
を
視
聴

　

で
き
ま
す

そ
の
他
の
質
問

❶
地
域
内
交
通
❷
自
転
車
の
交
通
安

全
❸
管
理
不
全
空
き
家
・
越
境
竹
木

❹
姉
妹
・
文
化
友
好
都
市
❺
児
童
相

談
所
設
置
❻
新
産
業
団
地
❼
確
か
な

学
力
と
心
豊
か
な
教
育
❽
将
来
を
見

据
え
た
ま
ち
づ
く
り

今
野 

哲
也 

議
員

　
　
　
　

 

民
間
活
力
を
活
用
し
た
Ｐａ

ｒ
ｋ―

Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
た

と
こ
ろ
、
公
園
西
側
の
、
現
在
未
活
用
の

エ
リ
ア
な
ど
に
つ
い
て
導
入
の
可
能
性
が

確
認
で
き
た
た
め
、
今
年
度
事
業
者
を
公

募
し
、
施
設
整
備
を
進
め
る
。
今
後
は
、

公
園
を
訪
れ
る
全
て
の
方
に
と
っ
て
心
高

鳴
る
ま
ち
の
オ
ア
シ
ス
と
な
る
よ
う
八
幡

山
公
園
の
魅
力
向
上
に
全
力
で
取
り
組
む
。

佐
藤
市
長

　

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

－

Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る

八
幡
山
公
園
の
整
備
・
管
理
を

進
め
て
い
く
方
針
だ
が
、
活
用

エ
リ
ア
や
将
来
の
全
体
像
な
ど

に
つ
い
て
伺
う
！

　
　
　
　

 

本
年
２
月
に
、
内
閣
府
か
ら

参
加
意
向
の
照
会
が
あ
っ
た
「
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
フ
ェ
ス
」
へ
の
出
展
意
向
を
伝
え
た
。
決

定
し
た
際
に
は
、
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
を
地
域
内
で

生
産
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
み
で
走
行

さ
せ
る
、
世
界
に
類
を
見
な
い
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
な
ど
、
本
市
が
誇
る
取
組
を

全
世
界
に
発
信
し
て
い
く
。

佐
藤
市
長

八
幡
山
公
園
の
利
活
用
に
つ
い
て

　

万
博
へ
の
参
加
は
本
市
の

魅
力
を
P
R
す
る
絶
好
の
機

会
。
栃
木
県
出
展
に
伴
い
、

県
都
う
つ
の
み
や
と
し
て
の

方
針
や
対
応
を
伺
う
！

大
阪
・
関
西
万
博
の
栃
木
県
出
展
に

伴
う
本
市
の
P
R
に
つ
い
て

⬇

質
疑
応
答
の

　

全
文
を
視
聴

　

で
き
ま
す

そ
の
他
の
質
問

❶
女
性
の
雇
用
促
進
❷
魅
力
創
造
部

の
市
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
❸
マ
イ
ク
ロ

ツ
ー
リ
ズ
ム
❹
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
促
進
❺
地
域
猫
対
策
❻
外
国

人
の
日
本
語
学
習
環
境
整
備
❼
子
ど

も
を
性
犯
罪
か
ら
守
る
取
組
等

若
林 

芽
育 

議
員

「児童相談所」 と 「児童館 ラフラフ」 ～広島県視察～
　わが自由民主党議員会では児童相談所設置の必要性を訴え、本市独自の児童相談設置に向けた
具体的な検討が開始されました。自ら先頭に立って子どもを守る体制を構築し、よりよい児童相
談所を実現するため会派視察を実施いたしました。

「三原市児童館  ラフラフ」視察
　広島市児童相談所が受理する相談内容としては「養護相談」「保
健相談」「障害相談」「非行相談」「育成相談」など多岐にわたり、
身近な相談窓口となり、迅速、ワンストップ化などが図れていま
す。また組織体制の特徴として、児童福祉士、弁護士、教員や行
政職などの様々な専門家が集うプロ集団を「チーム児相」として、
個々で課題に対応するのではなく、目的や方針を明確にし、チー
ムで協議していくという組織体制が特徴的でした。
　　　　　　　　　　　　　　施設の整備内容や組織、職員体制、
　　　　　　　　　　　　　人材確保に向けた取組は、今後、本
　　　　　　　　　　　　　市の課題となっていくことから、大
　　　　　　　　　　　　　変参考になる視察でした。
　　　　　　　　　　　　　　三原市は中心市街地の賑わい創出、
　　　　　　　　　　　　　子育て支援の充実を背景に、児童館
　　　　　　　　　　　　　を令和２年に市内の別の場所から移

転し、移転前の課題を踏まえ、１８
歳までが利用でき、中高生でも気軽
に遊べ、活躍できる場所にしたいという想いから、「新児童館テ
ィーンズ検討委員会」が立ち上がり、「児童館 ラフラフ」が開設され
ました。ここでは中高生と三原市が一緒に児童館を作り、職員と
共にボランティアスタッフとして「ラフラフティーンズスタッフ
（中高生）」が活動していました。その効果もあり、移転前から一日
の平均利用者数が３倍、中高生利用者数は１３倍になっています。
　このように、親子の交流拠点や居場所としての児童館機能だけ
でなく、世代を超えた交流の場として、地域社会全体で子育てを
支援する拠点として、児童の健全育成環境づくりに
取り組んでいました。
　地域の特性を活かした施設は、本市の子ども・
若者の教育・育成振興の参考となりました。

「広島市児童相談所」視察

こどもを守り、
若者が輝く場を
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皆様方より頂戴した声に
耳を傾け、市民に開かれた市議会を目指し
引き続き頑張って参ります！！

ご意見・ご感想は
身近な当会議員に！

ライ
トライ

ン開業1周年記念事業
ライトライン
バースデイ
パーティーLIGHTLINE

BIRTHDAY PARTY
ライトライン

フォト
コンテスト

入賞作品は 2025年ライトライン
の写真に採用！公式カレンダー

募集
期間 金8月9日 まで

当日イベント

宇都宮駅東口会場・
ライトライン車両基地会場

日8月25日

ライトライン

デジタル謎解き
イベント

謎を解けば解くほど賞品ゲットの確率がＵＰ！

期間

場所

木 月8月1日 9月30日～
ライトライン沿線にあるスポット
10か所（宇都宮駅東口定期券うりば ほか）

1stANNIVERSARYプレイベント

1st
ANNIV

ERSAR
Y

プレイベン
ト

■都市交通戦略推進懇談会
　熊本 和夫
■交通安全審議会
　菅原 一浩
■社会福祉審議会
　舟本 肇、山﨑 昌子
■民生委員推薦会
　手塚 泉
■国民健康保険運営協議会
　塚田 典功、若林 芽育

■監査委員
　柴田 賢司
■高齢者医療広域連合議会議員
　内藤 良弘
■表彰審査委員会
　山﨑 昌子

■保健衛生審議会
　長谷川 武士
■食育推進会議
　内藤 良弘
■環境審議会
　手塚 泉
■廃棄物減量等推進審議会
　黒子 英明、若林 芽育
■農業振興対策審議会
　岡本 芳明

■地産地消推進会議
　黒子 英明
■農業再生協議会
　矢古宇 芳一
■中央卸売市場運営協議会
　小林 紀夫、岡本 源二郎
■ブランド推進協議会
　矢古宇 芳一
■都市計画審議会
　篠﨑 圭一、今野 哲也

令和６年度
各種委員会

ライトライン
キッズフリーDAY実施！

小学生以下無料

６期

会長

熊本 和夫　
くまもと　かずお
（松原） ６期

副会長

塚田 典功　
つかだ　のりかつ
（松原） 5期

副会長

岡本 芳明　
おかもと　よしあき
（上籠谷町）

４期

副議長

今井 政範　
いまい　まさのり
（陽東） ４期

議長

馬上 　剛　
うまがみ　ごう
（馬場通り） ３期

副幹事長

山﨑 昌子　
やまざき　まさこ
（下荒針町） ３期

副幹事長

篠﨑 圭一　
しのざき　けいいち
（雀宮町） ３期

政調会長

黒子 英明　
くろこ　ひであき
（上小倉町） ２期

副政調会長

柴田 賢司　
しばた　けんじ
（古賀志町）３期

副総務会長

内藤 良弘　
ないとう　よしひろ
（宝木本町）

２期

幹事会

長谷川 武士
はせがわ　たけし
（西川田本町）２期

幹事会

矢古宇 芳一
やこう　よしかず
（岩原町） ２期

幹事会

岡本 源二郎
おかもと　げんじろう
（下岡本町）２期

会計

今野 哲也　
こんの　てつや
（石井町） １期

政調会

若林 芽育　
わかばやし　めぐみ
（馬場通り）１期

政調会

手塚 　泉　
てづか　いずみ
（峰）２期

総務

菅原 一浩　
すがわら　かずひろ
（中岡本町）

5期

幹事長

小林 紀夫　
こばやし　のりお
（海道町）5期

総務会長

舟本 　肇　
ふなもと　はじめ
（御幸ケ原町）
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